
専門課程シラバス

科目区分 単位数・時間数 　単位１　・ 時間30（22） 開講時期 1年・後期

授業科目名 授業形態 講義

担当教員 実務経験

参考図書　等

評価方法 筆記試験、出席状況、受講態度等で総合的に評価する

教科書 系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論 第12版　第3刷 医学書院 ２０２5

備考

学習目的 手術後の回復期に見られる生体の変化を理解し、援助技術を知る。

到達目標

1 手術中、手術後における治療、検査について述べる事ができる。
2 手術中、手術後に生じる合併症について理解し、援助方法を述べる事ができる。
3 麻酔の種類、方法について理解し、その作用、副作用、合併症について理解し援助方法を述べる
事ができる。

授業内容

１、２   　 外科医療の基礎
　　　　 　　手術侵襲と生体の反応・炎症・感染症・創傷治癒

３、４ 　　外科的治療を要する疾患症状
　　　　 　　外科的治療の適応
　　　　 　　腫瘍、外傷・熱傷とショック

５、６ 　　麻酔法、呼吸管理

７、８ 　　体液管理、栄養管理

９、１０　　輸血療法、緩和医療

１１、１２　外科的基本手技

１３、１４　低侵襲手術

１５、１６　臓器移植

１７、１８　高齢者の外科的治療

１９、２０　小児の外科的治療

２１、２２　救急医療の現状

　　　　終講試験

専門基礎分野

治療論Ⅰ（手術療法・麻酔）

篠原　正博 〇（医師）

授業概要
外科的治療を必要とする疾患・症状について理解し、治療方法を学ぶ。また、麻酔・手術侵襲による
身体への影響を理解し、看護師の役割を理解する。


